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1.  ccNSO

○○○○ 定款定款定款定款改正案改正案改正案改正案(ccNSO創設創設創設創設)
１　ccNSO設立に当たり、できるだけ多くのccTLDレジストリが参加
できるよう、欧州を中心に案文の見直しを積極的に議論。ERCに対
して、bindingな度合いを下げる方向の修正を働きかけ。

２　GAC会合終了時点での定款改正案は、GACのこれまでのアドバイ
スを適切に反映するものとして評価。

３　GACは、この定款が、グローバルなccTLD政策策定における
ccTLDレジストリ、ICANN、GAC間の良好な関係の枠組として機能
することを期待。ccNSOは参加レジストリを増やすよう適切に運用
されることが重要。

４　GACは、今後ccNSO及びccNSOカウンシルの機能レビューが行わ
れることを期待。その際には参加を希望。
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2. WIPO II 勧告について勧告について勧告について勧告について

○○○○国名・国際機関名の保護国名・国際機関名の保護国名・国際機関名の保護国名・国際機関名の保護

１　会合前の状況：
　　リオ会合のGACでは、主権国家たるWIPO加盟国の決定を尊重し、
実行上技術上の問題点を検討するため、関係する組織（特にgTLD・
ccTLD）との合同WGを提案。6月2日の理事会電話会議で、合同WGの
設置を決議。

２　今回のコミュニケ：
(1) 当該合同WGに対し、10月のICANNカルタゴ会合までにその作業の
概要と実施予定を作成することを要請。また検討をケープタウン会合
（2004年12月）までに完了するように推奨。

(2) 合同WGが検討するのは、WIPO勧告の実施に当たってのUDRPへの
影響等の実行上・技術上の問題点に制限されるべき。ただ、認められ
た問題点には解決策を提案。

(3) GACは、合同WGに代表を送る所存。
(4) 合同GWの権限範囲に関し協議を要請。
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3. Whois

○○○○Whoisワークショップワークショップワークショップワークショップ

GNSOカウンシルの要望によりPublic Forumの行事として開催される。
GACのWG3(Whois)も、準備段階及びプレゼンに積極的に参加。

・初日：欧州委、米、OECD等から政策的課題、IETF等から技術的課
題、各レジストリから運用上の課題等をそれぞれ発表。

・２日目：米国商務省、WIPO、GAC政府代表等参加のパネルディカッ
ションが開催され、政策的課題を中心に議論。

・インターネットコミュニティ全体でWHOISに関する課題共有を行う
良い機会となった。各種議題については今後議論していく。

・GACにおいても、ワークショップで提示された問題につき、WG3が
報告文書を作成するとともに、次回会合で適宜検討。
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4. その他その他その他その他

○○○○ IPv6IPv6IPv6IPv6についてについてについてについて

・ ICANNリオ会合のGACにて設立が決まった６つのWGの中の、WG6: 
Internet Protocol version 6（日本がコンビナー）において米国、ポル
トガル、イタリア、カナダ、チュニジアと活発な議論が行われた。
・ GACの場でミーティングについて報告。名称変更を今後検討するこ
と、等について説明。

○○○○ IDNIDNIDNIDNについてについてについてについて

・ モントリオール会合直前（6月20日）の、ICANNによるIDNサービス
の正式開始に係るガイドライン策定を、GACとして歓迎。

　→モントリオール会合直前に、日本全体でICANNに対して迅速な手続
きを行うよう働きかけを行ったこと等が功を奏したもの。

・　ICANNボードとの対話において、Paul Twomey President/CEOより、
GACに対する謝辞。
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4. その他その他その他その他

○○○○ GAC ccTLD原則原則原則原則 (GAC Principles)

・ GAC ccTLD原則の改訂に関し、次回のカルタゴ会合にディスカッシ
ョンペーパーを準備するようWG4に求める。

・ リオ会合でccTLD原則の改定について、是非を含め検討することを決
定済み。
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○○○○ 新メンバー参加とアウトリーチ新メンバー参加とアウトリーチ新メンバー参加とアウトリーチ新メンバー参加とアウトリーチ

・ 今回の会合に、新たにボツワナ、インド、ナイジェリア、パラオ、
チュニジア、ウガンダが参加。リオ会合以降、マリ、スロベニア
が新たにＧＡＣに加盟。

・ GAC非加盟国に対するアプローチを次回カルタゴ会合に向け強
化。

・ GACメンバー国間のコミュニケーションを地域ベースで強化。

ご静聴感謝ご静聴感謝ご静聴感謝ご静聴感謝

4. その他その他その他その他


